












柏 木 隆 雄
芥川龍之介が，その女学的生涯に，メリメの影響を多分に受けた事は，既に




















「エトノレリアの査J (1 830.2) から三年沈黙の後， メリメが筆を再び執りあ
げたのは， r二重の誤解J (1 833. わであった. それまで矢継ぎ早に密度の濃










し始めたのは大正八年第三短j吉集 I{鬼侃l，iJïliJ を 1 ，.梓した頃からである. IUIﾙ 






就，+，恐る可きものはf'什市 t::.'. (111各)芸術家が退歩する 1I寺，?誌に一種の自動作用
が始まる.と云ふ意味は，同じゃうな作品ばかり書く事だ.自動作用が始まっ
たら， それは芸術家としての死に瀕したものと思はなければならぬ. J と自身






速の創作「妖婆J ， r秋J ， r黒衣聖母j は，その背後にメリメの影が色濃く落
ちているのである 5> • r黒衣聖母」が， rイーノレのヴィナス」 の換骨奪胎であ
る事は2 明辰雄の指摘以来， 周知の事であるが， 彼が意気込んで書いた「妖
婆j も， rマダマ・ノレクレチア小路j を思わせる.恋人同士が日くのある一軒
家で落ち合い，その家に魔法使いの如き老婆がいて，しぶしぶ主人公と応対し
たり，ヒロインが男に「二度とこの近所へ御立寄なすっちゃいけません.さも
ないとあの方のお命にも関るやうな乙とが起りますからJ 6> と言う所は， メリ
メの小説では， r今夜いらしてはいけません. さもないと私達は破滅ですJ 7l
となっている.一夜の異常な経験を経て，二人が結ぼれる筋立が酷似している
ことも思えば，芥川が，メリメを下敷きにした事は十分考えられることである.







































やがて信子は，妹と結婚した俊吉を訪う.そして二人の談話の I-t l に，再び昔
の思い出が娃り ， i其処には，はっとは云へない程かすかに何かを待つ心持が








































fication を用いるのである. rエトノレリアの査J ， r双六将棋の勝負」そして









































味を向けて， litt駻ature d'imagination から遠ざかろうとしたのに対して，
彼は自身の内的動指と芸術精進の念、の相越に苦しみながら，なお表面上は「仮

















































































































らが少なくとも a matter of fact であったからである.即ち，メリメがフロ
ーベーノレの「サランボ-j に対して， rこの作者は，ブイエとかその辺の寄せ
集めを読んでいい加減な博識を得て，おまけにユゴーの最も悪い所を真似たリ
リスムを加えている J と非難しているように291 ，小説の Ij-I に「偽の事実」やリ







精神の欠如J を見出した事が含まれていよう 30). I鳴外はそこで「何か微妙なも
のを失ったj ， • r空前の大家J と彼には映るのである . fHiがメリメの歴史上の
著作を読めば，同じ感想を得たのではあるまいか.芥川龍之介の歴史小説は，
材料に苦心している割に一見高踏的に見えて，しかもどこか通俗的な面を見せ
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